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本研究は，各学校段階のプログラミング教育の接続を意識した教材開発の一環として，Python を用

いた重回帰分析をテーマとしたレベル判別テストを試作し，これを報告するものである．テストは CBT

システムを使用し，学習者の知識習得度を７段階の難度レベルで判定した．本稿は，その実践の結果

について検討を図る． 

 
１．はじめに 
各学校段階でのプログラミング教育の全面実施

が進む中で，高校情報 I・II ではプログラミング

言語を用いてデータの分析・活用の基礎を学ぶ内

容が取り上げられる.さらに大学では初年次教育

とも連係した数理データサイエンス・AI 教育が重

要視されている.こうした中で，回帰分析を用いた

データ分析手法とプログラミング言語を用いた実

践は，高校・大学の両段階で接続的に学ぶ内容と

して捉えることができる．本稿は，各学校段階の

プログラミング教育の接続を意識した教材開発の

一環として，Python を用いた重回帰分析をテーマ

としたレベル判別テストを試作し，これを報告す

るものである． 

 
２．ベースシステムと試作した教材 
本稿で報告するテストは，筆者らが開発したCBT

システム(1)をベースとして，学習者の Python によ

る重回帰分析を対象とした理解度をレベル別で判

定できるよう狙ったものである．ベースシステム

では，教員が事前に 7 段階の難度にレベル分けさ

れたテスト問題を一定数用意することで CBT を実

施できる．受験者が CBT で出題された問題に１問

ずつ答案を送信するたび，システムはその正否情

報から受験者が正答できる確率の高い難度レベル

を推定し，難度レベルに応じた問題を新たに出題

する．これを繰り返すことで，CBT の終了時に受

験者が安定し正答できる難度レベルを判定結果

（知識習得度）として示す． 

テスト問題は，7 段階の難度（レベル）に沿っ

て整備した．問題の内容は，回帰分析のプログラ

ミングに焦点をあてて，用語やライブラリなどの

知識を修得して様々な事柄に応用できることを目

標とする．表 1 に既に開発した CBT 教材(2)と本稿

の段階で開発した重回帰分析の単元の教材一覧を

示す．各単元を共通して，最も低いレベル 1 は用

語の定義や理解を問う問題とした．具体的には，

説明変数や目的変数といった用語の定義の理解を

問う問題とした．レベル 2 では，具体例をもとに

適する用語を選択させる問題とした．レベル 3 で

表１整備したテストの単元と問題数 
単元名 総問題数（問） 

1. Python 入門 54 
2. 条件分岐 71 
3. 反復処理 57 
4. リスト・タプル 98 
5. 辞書・集合 68 
6. 関数 60 
7. クラス 61 
8. ライブラリの利用 81 
9. 重回帰分析 ※本稿段階で追加 72 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 上から，重回帰分析レベル 1, 4, 7 の設問例 
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は，分析に用いる Pythonのライブラリの名称や関

数名を答えさせる問題とした．レベル 4 ではレベ

ル 3 のライブラリの名称などをプログラムに当て

はめる問題とした．具体的な例として，import文
の穴埋め問題があげられる．レベル 5 では，デー

タの読み込みから回帰のモデルを生成するプログ

ラムの穴埋め問題とした．レベル 6 では，訓練デ

ータ・テストデータといった前処理を加えた穴埋

め問題とした．レベル 7 では，データ読み込み〜

モデル生成〜モデルを用いた予測までの一通りの

プログラムの穴埋め問題とした．	
 
３．CBT の検証結果 
2 章で整備した教材を，A大学の授業に適用して

検証する．A 大学は理系の単科大学であり，授業

は 2 年次のデータサイエンス系の必修科目である．

学力の背景として対象者は 1 年次に情報系の科目

で C 言語の変数・繰り返し文・条件文を学んでい

る．よって，Python は初めて用いるものの，他の

プログラミング言語の既習経験が一定程度ある前

提で，データサイエンスについてプログラミング

実習を通じて学ぶ授業である．この中で，授業進

度にあわせた CBT の教材による予習と，授業直前

の知識習得度のチェックを課した．2022年度およ

び 2023年度の CBT の結果を表 2・3に示す．ここ

での「Python 基本文法」とは表 1の「1.Python入

門」〜「5.辞書・集合」をひとまとめに出題した

CBT に対応する．「Python ライブラリの利用」はデ

ータを扱うライブラリである NumpyやPandasに関

する教材である． 

表 3 の結果から，CBT の高いレベルを取得でき

ていることがわかった．昨年度の表 2 と比較して

も同程度の高い結果となっていることがわかり，

重回帰分析部分の利用の前提となる「Python ライ

ブラリの利用」の単元までに対し，両年度の学生

の知識習得度は概ね同様の結果となることがわか

った． 

なお本稿では重回帰分析部分の単元を追加した

が，この単元の授業での試用は執筆時点で開始段

階にある．発表時に，重回帰分析部分の試用結果

までを踏まえた検証結果を報告する予定である． 

 
４．まとめ 
本稿は，各学校段階のプログラミング教育の接

続を意識した教材開発の一環として，Python を用

いた重回帰分析をテーマとしたレベル判別テスト

を試作し，試用を通じた検証を開始した．高校情

報 I・II や，初年次教育と連係した数理・データ

サイエンス・AI 教育の実践を考えると，検証環境

を理系だけでなく文系などの幅広い利用環境での

実践結果と改善が求められる． 
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表 2 2022 年度 A 大学データサイエンス系実習科目の CBT の結果 

 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 レベル 6 レベル 7 

基本文法 0% 1% 1% 0% 4% 17% 77% 

関数 1% 1% 2% 1% 5% 12% 78% 

ライブラリ

の利用 

0% 0% 2% 2% 9% 11% 76% 

 

表 3 2023 年度 A 大学データサイエンス系実習科目の CBT の結果 

 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 レベル 5 レベル 6 レベル 7 

基本文法 0% 0% 2% 2% 5% 9% 82% 

関数 1% 2% 1% 2% 4% 7% 84% 

ライブラリ

の利用 

0% 0% 1% 2% 6% 4% 86% 
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